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好
子
は
七
保
町
葛
野
の
旧

家
、
小
西
屋
に
生
ま
れ
た
。

そ
の
成
人
後
の
生
涯
を
通
観

し
て
み
る
と
、
地
元
に
お
け

る
十
三
年
間
の
教
員
時
代
、

夫
と
共
に
関
東
各
地
を
転
住

し
た
十
二
年
間
の
専
業
主
婦

時
代
、
戦
後
約
二
十
年
に
亘

る
婦
人
会
、
福
祉
、
政
治
な

ど
の
社
会
活
動
の
時
代
及
び

病
後
十
年
の
闘
病
生
活
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
彼
女
は
明
治
三
十
五
年
三

月
十
六
日
、
七
保
町
葛
野
二

七
八
三
番
地
に
、
父
小
泉
喜

一
郎
、
母
の
ぶ
の
次
女
と
し

て
出
生
、
葛
野
尋
常
高
等
小

学
校
を
卒
業
す
る
や
甲
府
の

山
梨
師
範
学
校
に
進
学
し
た
。

ち
な
み
に
、
姉
じ
ゅ
ん
は
村

内
で
唯
一
人
の
助
産
婦
と
し

て
多
く
の
婦
人
達
の
信
頼
を

勝
ち
得
て
い
た
し
、
弟
・
善

信
・
武
雄
・
妹
、
信
代
は
何

れ
も
教
員
の
道
に
進
み
郡
内

教
育
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

た
。

　
好
子
は
山
梨
師
範
学
校
に

入
学
後
、
甲
府
で
寄
宿
舎
生

活
を
続
け
な
が
ら
勉
学
に
励

み
女
子
部
の
級
長
な
ど
も
務

め
て
、
大
正
十
年
三
月
に
同

校
を
卒
業
、
郷
里
の
葛
野
尋

常
高
等
小
学
校
の
訓
導
と

な
っ
た
。

　
大
正
十
四
年
四
月
九
日
、

同
村
葛
野
二
七
八
九
番
地
出

身
の
小
泉
一
男
と
結
婚
し
た
。

夫
が
税
務
署
勤
務
で
単
身
赴

任
状
態
の
上
、
婚
家
の
義
母

が
病
弱
だ
っ
た
た
め
、
長
男

春
樹
を
実
家
に
預
け
て
の
教

員
生
活
が
続
い
た
。
昭
和
八

年
四
月
よ
り
笹
子
小
学
校
に

転
住
、
学
校
近
く
の
民
家
の

一
室
を
借
り
約
一
年
間
、
母

子
二
人
の
生
活
を
送
っ
た
。

こ
の
時
の
担
任
生
徒
の
中
に

は
後
の
山
梨
県
知
事
天
野
建

や
大
月
市
教
育
長
を
勤
め
た

天
野
文
雄
が
い
る
。

　
昭
和
九
年
三
月
、
夫
一
男

の
茨
城
県
下
館
税
務
署
関
税

課
長
へ
の
転
勤
を
契
機
に
教

職
を
退
き
、
専
業
主
婦
と
し

て
、
夫
と
共
に
茨
城
県
の
下

館
・
群
馬
県
高
崎
・
東
京
の

馬
込
と
転
居
を
繰
り
返
し
た
。

　
こ
の
間
に
、
次
男
保
夫
・

三
男
欣
也
・
長
女
幸
子
（
ゆ

き
こ
）
を
も
う
け
た
が
、
幸

子
は
夫
が
海
軍
軍
属
司
税
官

と
し
て
グ
ア
ム
島
に
出
向
中
、

ジ
フ
テ
リ
ア
に
か
か
り
他
界

（
一
歳
四
ヶ
月
）
そ
の
後
、

昭
和
十
九
年
七
月
次
女
智
恵

子
が
生
ま
れ
た
。

　
昭
和
十
九
年
戦
禍
が
激
し

く
な
る
に
し
た
が
い
、
当
時

税
務
講
習
所
（
現
税
務
大

学
）
の
教
授
で
あ
っ
た
夫
と

長
男
を
東
京
に
残
し
て
葛
野

の
婚
家
に
疎
開
し
終
戦
を
む

か
え
た
が
、
馬
込
の
家
は
昭

和
二
十
年
五
月
二
十
四
日
の

空
襲
に
よ
り
消
失
し
て
し

ま
っ
た
。

　
終
戦
直
後
、
戦
時
中
の
国

防
婦
人
会
は
解
散
し
、
昭
和

二
十
二
年
五
月
九
日
新
生
七

保
村
婦
人
会
が
創
立
さ
れ
、

好
子
は
幼
な
子
三
人
（
次
男

保
夫
十
一
歳
・
三
男
欣
也
八

歳
・
次
女
智
恵
子
三
歳
）
を

抱
え
な
が
ら
会
長
に
推
さ
れ
、

初
代
七
保
村
婦
人
会
長
と
し

て
婦
人
会
活
動
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
一
年
後
、
第

一
回
山
梨
県
教
育
委
員
会
委

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
生

ま
れ
て
は
じ
め
て
、
主
婦
の

座
を
守
り
な
が
ら
婦
権
の
獲

得
を
め
ざ
し
た
こ
の
選
挙
で

男
性
の
向
こ
う
を
は
る
こ
と

の
む
ず
か
し
さ
、
苦
し
さ
を

味
わ
い
な
が
ら
も
結
果
と
し

て
高
山
候
補
の
最
高
点
当
選

の
栄
誉
を
勝
ち
取
っ
た
の
で

あ
る
。

　
初
め
て
味
わ
っ
た
選
挙
の

喜
び
に
力
を
得
た
婦
人
達
の

「
会
長
さ
ん
、
今
度
は
村
会

の
選
挙
を
し
ま
し
ょ
う
。
会

長
さ
ん
が
立
候
補
を
し
て
、

私
達
が
旗
を
か
つ
い
で
廻
る
。

そ
う
し
て
正
し
い
選
挙
を
し

て
み
せ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

声
に
推
さ
れ
、
ま
た
当
時
は

珍
し
か
っ
た
町
村
段
階
で
の

女
性
議
員
候
補
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
新
聞
が
い
ち
早
く

こ
れ
を
書
き
立
て
る
な
ど
の

社
会
的
反
響
も
あ
っ
て
好
子

は
出
馬
を
決
意
し
た
。

　
狭
い
地
域
の
身
近
な
選
挙

の
た
め
、
名
乗
り
を
挙
げ
る

候
補
も
好
子
の
つ
な
が
り
を

も
つ
者
ば
か
り
、
そ
の
上
、

村
長
選
と
か
ら
ん
で
村
が
完

全
に
二
つ
に
割
れ
た
激
し
い

選
挙
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結

果
は
見
事
村
議
会
の
席
に
初

め
て
婦
人
の
座
を
獲
得
し
た

の
で
あ
る
。
心
あ
る
婦
人
た

ち
が
一
体
と
な
っ
て
闘
い

取
っ
た
村
会
議
員
の
座
は
当

時
の
七
保
婦
人
会
員
の
胸
に

誇
り
高
く
刻
ま
れ
県
下
か
ら

注
目
さ
れ
た
。

「
女
の
議
員
に
何
が
出
来

る
」
な
ど
と
い
う
そ
し
り
を

耳
に
し
な
が
ら
も
好
子
は
議

会
の
浄
化
に
、
明
る
い
村
政

に
と
婦
人
代
表
の
誇
り
を
胸

に
、
校
舎
や
講
堂
の
建
設
･

道
路
そ
の
他
の
議
題
に
対
し

て
も
全
力
を
注
い
で
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
こ
こ
に
七
保

村
の
将
来
を
左
右
す
る
重
大

な
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
き

た
。
町
村
合
併
問
題
で
あ
る
。

当
時
、
県
下
で
も
大
村
で

あ
っ
た
七
保
村
は
賛
否
両
論

が
伯
仲
し
揺
れ
に
揺
れ
た
。

好
子
の
意
志
を
決
定
さ
せ
た

の
は
「
大
同
団
結
し
な
い
と
、

取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
青
年
の
声
で

あ
っ
た
。
好
子
は
合
併
賛
成

の
議
員
の
一
人
に
踏
み
切
っ

た
。
議
決
の
際
は
男
性
議
員

が
真
っ
二
つ
に
割
れ
た
中
、

唯
一
人
の
女
性
議
員
と
し
て
、

そ
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・

ボ
ー
ド
を
握
り
（
議
長
を
除

く
議
員
は
二
十
一
名
）
合
併

へ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
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そ
の
後
、
地
域
の
大
村
、
七

保
の
動
向
を
注
目
し
て
い
た
他

町
村
も
相
つ
い
で
合
併
に
踏
み

切
り
大
月
市
の
誕
生
と
な
っ
た
。

そ
の
年
の
村
祭
り
に
は
「
合
併

賛
成
の
議
員
の
家
へ
御
輿
を
ね

り
込
め
」
と
い
う
噂
が
入
っ
た

と
か
、
大
月
警
察
署
か
ら
四
、

五
人
の
係
官
が
彼
女
の
家
の
離

れ
に
待
機
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　
大
月
市
誕
生
と
と
も
に
北
都

留
郡
連
合
婦
人
会
は
解
散
、
上

野
原
・
西
原
・
小
菅
・
棡
原
･

丹
波
山
地
区
が
郡
連
の
名
を
継

承
し
、
新
た
に
大
月
市
連
合
婦

人
会
が
誕
生
し
好
子
は
そ
の
副

会
長
に
推
さ
れ
た
。

　
そ
の
直
後
、
当
時
公
選
制
で

あ
っ
た
第
一
回
大
月
市
教
育
委

員
選
挙
に
あ
た
り
、
先
の
敗
戦

の
償
い
を
大
月
市
婦
連
で
、
と

考
え
て
い
た
藤
本
･
星
野
等
の

幹
部
は
連
日
協
議
の
末
「
公
明

選
挙
の
遂
行
」
と
「
教
委
の
座

に
母
親
の
代
表
な
か
る
べ
か
ら

ず
」
を
旗
印
に
、
好
子
を
立
候

補
者
に
推
し
闘
い
を
開
始
し
た
。

　
主
婦
が
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く

ま
で
家
を
空
け
て
選
挙
活
動
に
、

遊
説
に
と
走
り
回
っ
た
好
子
の

家
は
混
雑
を
極
め
、
出
入
り
す

る
支
持
者
の
対
応
や
雑
事
に
追

わ
れ
た
。

　
夫
一
男
は
「
俺
に
断
り
な
し

に
出
馬
す
る
な
ん
て
、
こ
ん
な

馬
鹿
な
話
は
な
い
」
な
ど
と
こ

ぼ
し
な
が
ら
も
、
選
挙
一
ヶ
月

前
に
長
男
に
嫁
い
で
き
た
嫁
郁

子
を
は
じ
め
親
戚
一
同
や
婦
人

会
員
及
び
志
を
一
つ
に
す
る
人

達
の
応
援
を
得
て
妻
を
支
え
、

こ
の
選
挙
を
乗
り
切
っ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
好
子
は
二
位
を

千
二
、
三
百
票
も
引
き
離
し
、

五
千
数
百
票
の
最
高
得
票
で
当

選
、
し
か
も
選
挙
費
用
は
十
四
、

五
万
円
と
い
う
法
定
費
用
内
で

あ
り
、
こ
こ
に
大
月
市
婦
連
会

員
個
々
の
自
覚
と
努
力
の
賜
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
市
教
委
に
ト
ッ
プ

当
選
し
た
翌
年
、
法
律
の
改
正

に
よ
っ
て
教
育
委
員
が
首
長
の

任
命
制
と
な
り
、
女
性
委
員
一

人
が
決
定
す
る
や
「
女
性
の
代

表
が
い
れ
ば
私
で
な
く
て
も
い

い
」
と
好
子
は
平
然
と
そ
の
座

を
譲
り
、
他
の
活
動
に
没
頭
し

て
い
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
好
子
は
こ
の

様
な
婦
人
会
そ
の
他
の
活
動
の

傍
ら
、
か
っ
て
教
員
で
あ
っ
た

経
験
か
ら
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
た

故
郷
で
戦
後
の
混
乱
や
荒
廃
に

よ
り
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
子

供
達
に
つ
い
て
心
を
痛
め
て
い

た
が
、
若
い
母
親
達
が
育
児
に

追
わ
れ
婦
人
会
の
会
合
や
勉
強

会
に
も
参
加
で
き
な
い
の
を
み

て
、
母
親
に
対
す
る
教
育
や
幼

児
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
、

「
子
供
は
私
が
預
か
る
か
ら
、

お
母
さ
ん
達
は
勉
強
し
て
」
と

実
母
の
ぶ
を
口
説
き
落
と
し
、

実
家
の
協
力
を
得
て
、
そ
の
家

を
開
放
し
「
ふ
た
ば
保
育
園
」

を
つ
く
り
、
地
域
の
幼
児
教
育

に
も
力
を
注
い
だ
。

　
ま
た
昭
和
二
十
七
年
正
月
、

七
保
村
最
初
の
婦
人
民
生
委
員

で
あ
っ
た
実
母
が
急
逝
し
た
後

を
う
け
て
推
薦
さ
れ
て
民
生
委

員
と
な
り
、
福
祉
関
係
の
活
動

も
始
ま
っ
た
。
婦
人
会
活
動
の

基
盤
が
あ
っ
た
た
め
か
以
後
、

母
子
相
談
員
、
県
青
少
年
対
策

審
議
委
員
、
県
婦
人
少
年
室
協

助
員
な
ど
次
々
に
務
め
、
昭
和

三
十
七
年
四
月
に
は
山
梨
日
々

新
聞
社
か
ら
「
山
日
生
活
文
化

賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
八
年
、
大
月
市
会

議
員
選
挙
の
応
援
演
説
中
に
ク

モ
膜
下
出
血
に
倒
れ
た
夫
一
男

は
一
年
二
ヶ
月
の
闘
病
生
活
の

後
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
七
日
、

六
十
七
歳
で
他
界
し
た
が
、
こ

の
間
、
好
子
は
諸
活
動
に
奔
走
、

帰
宅
後
は
自
宅
に
お
い
て
家
族

と
共
に
毎
夜
深
夜
に
至
る
ま
で
、

本
人
に
言
わ
せ
れ
ば
「
生
き
地

獄
」
の
よ
う
な
夫
の
看
病
を
続

け
た
。

　
そ
の
翌
年
四
月
、
県
婦
連
の

大
会
に
お
い
て
副
会
長
に
推
さ

れ
た
好
子
は
、
予
ね
て
か
ら
県

下
婦
人
の
念
願
で
あ
っ
た
県
の

婦
人
会
館
の
建
設
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
会
長
及
び
他
の
幹

部
達
と
協
力
、
零
細
な
基
金
を

県
下
の
会
員
か
ら
集
め
、
努
力

を
続
け
た
結
果
、
五
千
萬
円
を

か
け
た
県
婦
人
会
館
が
完
成
し

た
。

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
県
連
婦

人
会
の
役
員
改
選
の
折
に
は
、

新
築
に
な
っ
た
会
館
に
集
っ
た

郡
市
連
の
会
員
に
満
場
一
致
で

会
長
候
補
に
推
薦
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
甲
府
駅
頭
に
お
け
る

代
議
員
争
奪
の
醜
さ
を
見
て

「
こ
ん
な
婦
人
会
は
い
ら
な

い
」
「
皆
さ
ん
の
御
心
は
涙
の

出
る
ほ
ど
有
難
い
が
私
は
会
長

に
な
る
た
め
に
県
に
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
「
私

に
は
、
私
達
の
作
っ
た
村
の
婦

人
会
が
あ
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い

婦
人
会
の
お
ば
さ
ん
達
が
私
を

待
っ
て
い
ま
す
か
ら
」
と
惜
し

気
も
な
く
辞
表
を
提
出
、
そ
の

後
は
地
元
七
保
で
の
婦
人
会
活

動
に
専
念
、
そ
の
活
動
は
昭
和

四
十
六
年
九
月
十
八
日
二
十
二

時
脳
出
血
で
倒
れ
る
ま
で
絶
え

間
な
く
続
い
た
。

　
三
日
間
の
昏
睡
か
ら
覚
め
病

床
に
つ
い
た
後
の
約
十
年
は
婦

人
会
や
社
会
活
動
か
ら
退
き
、

専
ら
家
で
過
ご
し
病
床
で
も
出

来
る
俳
句
な
ど
を
始
め
、
地
元

の
葛
野
句
会
へ
投
句
し
た
り
、

時
折
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
友
人

と
の
会
話
や
孫
達
の
成
長
を
楽

し
み
に
静
か
に
暮
し
て
い
た
が
、

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
九
日

の
深
夜
、
前
日
よ
り
の
風
邪
気

味
を
心
配
し
て
起
き
て
き
た
長

男
春
樹
、
嫁
郁
子
と
言
葉
を
交

わ
し
た
僅
か
五
分
後
の
午
前
二

時
四
十
五
分
、
二
人
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
眠
る
よ
う
に
静
か
に

息
を
引
き
と
っ
た
。

享
年
　
七
十
九
歳

法
名
　
清
川
院
直
心
妙
好
大
姉

　
今
は
郷
里
、
七
保
町
葛
野
の

徳
巌
山
福
泉
寺
裏
手
の
墓
地
に

永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。

資
料
提
供
　
親
族

執
筆
者
　
仁
科
義
民

真実一路の人生　　 小泉　好子


